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略
号
主
主
主
v
d
y

、
eaE
E
s
t

守t

子
ど
も
ま
つ
り
を
実
施

十
一
月
十
一
日
、
押
原
中
学
校
々
庭
で
第
二
回
昭
和
町
子
ど
も

ま
つ
り
(
昭
和
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会
主
催
、
泉

昌
夫
会
長
)
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
内
に
住
む
青
少
年
の
健
全
育
成
と
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
創
意
と
工
夫
に
よ
る
ま
つ
り
を
と
お
し
て
地
域

を
一
層
理
解
し
連
帯
を
強
め
、
特
に
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
を
意

義
づ
け
、
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
の
配
慮
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
の
目
、
各
地
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
手
づ
く
り
に
よ
る

神
輿
・
山
車
等
を
く
り
出
し
一
大
み
こ
し
ま
つ
り
を
展
開
、
参
加

し
た
チ
i
ム
の
内
六
チ
l
ム
に
は
審
査
に
よ
り
次
の
賞
が
贈
ら
れ
た
。

女

ま

つ

り

大

賞

上

河

東

ニ

区

子

ど

も

ク

ラ

ブ

女

ア

イ

デ

ア

賞

西

条

ニ

区

子

ど

も

ク

ラ

ブ

古

ハ

ッ

ス

ル

賞

河

東

中

島

子

ど

も

ク

ラ

ブ

女

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

賞

若

竹

子

ど

も

ク

ラ

ブ

(

河

西

)

古

ユ

ー

モ

ア

賞

築

地

新

居

子

ど

も

ク

ラ

ブ

大

よ

く

や

っ

た

で

賞

上

河

東

子

ど

も

ク

ラ

ブ

ま
た
、
商
工
会
ま
つ
り
(
昭
和
町
商
工
会
主
催
、
深
川
市
郎
会

長
)
が
開
催
さ
れ
、
特
に
催
し
物
の
中
で
「
昭
和
町
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
」
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
た
め
一
層
子
ど
も
ま
つ
り
を
盛
り
上

J
J

た。
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本
町
は
十
月
二
十
四
日
「
昭
和
町
行

財
政
改
善
審
議
会
」
を
設
置
、
最
近
の

社
会
構
造
の
複
雑
多
様
化
に
伴
い
そ
の

変
化
に
対
応
し
つ
つ
自
立
と
連
帯
の
気

運
に
満
ち
た
町
、
つ
く
り
の
た
め
の
時
代

に
即
し
た
合
理
的
か
つ
機
能
的
な
実
現

を
図
る
べ
き
方
途
を
講
ず
る
乙
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
月
一
回

審
議
会
を
聞
き
目
的
達
成
の
た
め
、
町

長
の
諮
問
に
応
じ
町
行
政
の
実
態
に
全

般
的
な
検
討
を
加
え
町
行
財
政
制
度
の

改
革
に
基
本
的
事
項
を
調
査
審
議
及
び

意
見
を
具
申
す
る
。

具
体
的
な
改
善
諮
問
事
項
と
し
て
は
、

.
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た

わ-つよ

年住行

義型
l込JI;え

z墜
設台
置

し報広

石原忠則町長

委嘱状の交付を受
ける審議会委員

行
政
の
執
行
体
制
・
条
例
、
規
則
等

の
検
討
・
職
員
定
数
の
合
理
化
・

財
政
運
営
の
適
正
化
・
民
間
委
託
業

務
の
採
用
な
ど
で
す
。

審
議
会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
は
次

の
方
々
で
す
(
順
序
不
同
)

雨
宮
何
弐
氏
(
河
東
中
島
二

O
二
六
)

長
谷
川
明
夫
氏
(
西
条
二
ハ
六
四
)

石

原

盛

之

氏

(

河

西

七

六

六

)

石
田
高
氏
(
紙
漉
阿
原
一
五
九

O
)

山

口

国

光

氏

(

上

河

東

八

九

O
)

坂

本

友

幸

氏

〈

西

条

四

二

二

)

山
口
善
一
氏
(
河
東
中
島
二

O
八
五
)

樋
口
時
雄
氏
(
西
条
二
八
一
三
)

接
種
実
施
体
制
の
確
立
、
さ
ら
に
人
口

に
対
応
す
べ
く
県
営
住
宅
の
誘
致
と
町

営
住
宅
を
建
設
し
住
民
生
活
の
安
定
を

図
っ
た
。

乙
の
ほ
か
、
中
央
自
動
車
道
全
線
開

通
と
と
も
に
幹
線
道
路
の
昭
和
バ
イ
パ

ス
の
建
設
や
医
大
取
付
道
路
の
建
設
を

促
進
さ
せ
、
国
母
、
釜
無
両
工
業
団
地

内
優
良
企
業
の
入
居
な
ど
に
尽
力
し
、

こ
れ
ら
の
手
わ
ん
力
量
に
よ
り
、
加
え

て
昭
和
四
十
九
年
四
月
に
は
郡
町
村
会

々
長
な
ら
び
に
郡
体
育
協
議
会
長
に
就

任
し
、
さ
ら
に
現
在
、
県
町
村
会
副
会

長
に
就
任
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
に
大

き
く
貢
献
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

十
月
二
十
五
日
本
町
の
平
安
閣
で
県
知

事
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

昭和町(小学校区)
教育を語る会を開催
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回国国国

万
人
を
突
破

本
町
の
人
口
が
十
月
十
七
日
一
万
人

を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

同
日
一
万
人
目
の
住
民
と
な
っ
た
西

条
二
二

O
五
番
地
の
一
に
お
住
い
の

田
川
俊
明
、
祐
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
二
男

宏
哲
(
ひ
ろ
あ
き
)
ち
ゃ
ん
に
記
念
品

を
贈
っ
て
祝
い
ま
し
た
。

本
町
は
、
昭
和
十
七
年
七
月
に
旧
西族家

が
ん

品
陪

諮
問

ら
た

か
れ

役
ら

入
贈

マA口井

あ
り
本
町
の
子
ど
も
の
実
態
を
的
確
に

と
ら
え
、
心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年

を
育
成
す
る
た
め
、
広
く
父
母
や
関
係

者
の
参
加
を
え
て
学
校
や
家
庭
の
役
割

な
ら
び
に
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
総
合
的
、
具
体
的
に
検
討
し
、
相
互

に
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
連
携
し
て

具
体
的
な
実
践
活
動
を
広
め
て
い
く
と

す
る
も
の
で
各
分
科
会
ご
と
に
問
題
が

提
起
さ
れ
た
。

第
一
分
科
会
で
は
、
幼
児
の
し
つ
け

と
家
庭
の
役
割
、
第
二
、
第
三
分
科
会

で
は
、
押
原
小
、
西
条
小
の
子
ど
も
の

実
態
と
そ
の
対
応
、
第
四
分
科
会
で
は

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
を
育
て
る

に
は
(
押
原
中
)
、
ま
た
、
第
五
分
科
会
で
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
す
地
域
社

本
町
の
人
口

条
村
と
常
永
村
が
合
併
し
て
昭
和
村
と

な
り
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
に
は
町
制

を
施
行
し
た
。

国
母
、
釜
無
の
両
工
業
団
地
へ
の
大

型
企
業
の
誘
致
に
成
功
、
ま
た
、
宅
地

化
の
進
行
な
ど
で
数
年
ほ
ど
前
か
ら
人

口
が
増
え
続
け
て
き
た
。
昭
和
五
十
年

四
月
一
日
現
在
で
六
、
七
七
九
人
・
昭

和
五
十
五
年
四
月
一
日
八
、
三
八

O
人

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
八
、
六
四
三

人
・
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
八
、
九

三
二
人
・
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
九

、
二
七
四
人
・
昭
和
五
十
九
年
四
月
一

九
、
七
八
九
人
と
着
実
に
増
え
続
け
同

年
十
月
一
日
に
は
九
、
九
五
四
人
と
な

り
十
七
日
に
一
万
人
と
な
っ
た
。

会
の
役
割
な
ど
、
教
職
員
、
父
母
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
実

際
に
経
験
を
通
し
て
の
事
な
ど
を
も
と

に
問
題
が
提
起
さ
れ
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
人
間
形
成
の
基
礎
と
な
る
家
庭
や

学
校
の
役

割
、
地
域

社
会
の
あ

り
方
の
見

直
し
に
つ

い
て
再
認

識
さ
れ
た

大
変
有
意

義
な
会
と

な
っ
た
。

中央公民館にて

原
中
学
校
及
び
西
条
小
学
校
々
舎
、
プ

ー
ル
の
建
設
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
建
設
、
県
立
高
等
学
校
誘
致
を
実
現

社
会
教
育
の
振
興
、
町
民
福
祉
の
増
進

の
た
め
の
中
央
公
民
館
、
大
型
体
育
館

を
建
設
し
、
広
域
事
業
と
し
て
甲
府
地

石
原
町
長
は
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
区
広
域
市
町
村
圏
、
峡
中
衛
生
組
合
、

地
域
住
民
の
衆
望
を
担
っ
て
昭
和
村
長
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
を
設
定
し
、

に
初
当
選
し
、
以
来
連
続
四
期
当
選
し
ゴ
ミ
処
理
場
、
し
尿
処
理
場
を
建
設
し

「
豊
か
で
明
る
い
住
み
よ
い
町
」
の
建
消
防
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
く
甲
府
地

設
を
信
条
に
地
方
自
治
の
発
展
と
県
政
区
広
域
常
備
消
防
を
設
置
し
、
ま
た
、

の
推
進
に
偉
大
な
貢
献
を
な
し
、
乙
の
医
療
問
題
に
熱
意
を
示
し
、
郡
町
村
会

問
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
べ
く
押
役
員
と
し
て
休
日
、
夜
間
診
療
、
予
防



今
年
四
月
に
新
設
開
校
し
た
町

立
西
条
小
学
校
(
渡
辺
孝
校
長
)

で
、
十
一
月
十
五
日
午
前
十
時
よ

り
同
校
体
育
館
で
「
校
章
・
校
歌

制
定
記
念
式
典
」
が
、
関
係
者
多

数
出
席
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

校
章
は
、
四
月
に
本
町
河
東
中

島
荻
野
栄
先
生
の
作
品
を
採
用
、

こ
れ
は
武
田
菱
を
か
た
ど
り
、

、中

心
の
輪
は
「
昭
和
」
の
和
を
意
味

し
、
さ
ら
に
以
前
町
内
に
た
く

さ
ん
生
息
し
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を

図
案
化
し
、
ま
た
、
四
方
の

b
は、

子
供
達
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
伸

び
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
校
歌
は
、
西
条
小
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
よ
り
よ
い
校
風
と
、
伝
統

を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
町
内
在
住
-

在
勤
者
を
対
象
に
公
募
し
た
作
品

中
、
や
さ
し
く
気
品
に
満
ち
た
、

本
町
清
水
新
居
、
深
津
完
興
先
生

の
詞
を
、
作
曲
は
、
甲
府
市
和
田

町
、
三
科
貢
先
生
に
依
頼
し
、

選
定
委
員
会
で
採
用
し
た
も
の
で

す。

な
お
、
式
典
で
校
章
採
用
の
本
町
河

東
中
島
、
荻
野
栄
先
生
・
校
歌
作
詞

の
深
津
完
興
先
生
、
同
作
曲
の
三
科

貢
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
町
長
よ
り
感
謝
状

及
び
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
三
科
先
生

の
指
揮
に
よ

り
児
童
、
職

員
が
高
ら
か

に
校
歌
を
斉

唱
し
ま
し
た
。

校
歌
と
校
訓

「
自
主
創
造
」

を
制
定

5
j甲
府
昭
和
高

5
j

ま
た
続
い
て
発
表
さ
れ
た
校
歌
は
、
作

詞
を
武
田
家
の
流
れ
を
く
み
、
山
梨
に
ゆ

か
り
の
深
い
国
語
学
者
の
金
田
一
春
彦

先
生
に
、
作
曲
を
世
界
的
な
音
楽
家
、

芥
川
也
寸
志
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い

し
、
本
校
の
美
風
、
方
針
、
信
条
、
使

命
等
の
進
む
べ
き
方
向
を
う
た
っ
て
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
、
ま
乙
と
に
流
麗
な

校
歌
が
出
来
あ
が
っ
た
。

校
歌
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
年
四
月
に
開
校
し
た
県
立
甲
府
昭

和
高
等
学
校
(
功
刀
幸
丸
校
長
)
で
、

十
月
三
十
一
日
、
同
校
体
育
館
で
「
校

歌
校
訓
制
定
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。乙

の
中
で
功
万
校
長
は
、
校
訓
と
し

て
「
自
主
創
造
」
と
発
表
し
た
。
二
十

一
世
紀
、
日
本
人
の
理
想
と
人
間
像
は

「
自
主
性
を
も
ち
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人

間
」
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
決

定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

西条小学校校歌

作詞深津完興
作曲三科貢

わ

一
主
主
茎

ー行ォー~~
#|日 rrこ I~I

之../にーノ しム..J-.'
哩色P

-つよ

M 0 d e r a t 0 J = 96 

し

昭和町立

報

歌

金
田
一
春
彦
作
詞

芥
川
也
寸
志
作
曲

--z'A 

一
、
紫
に
映
ゆ
る
山
脈

い
や
高
き
雪
の
霊
俸

制
夕
に
眺
め
さ
や
吋
き

わ
が
甲
府
昭
和
高
位

校
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1.一般会計
歳入

款

町 税

地方譲与税

自動車取得税
プ〆て、 付 金

地方交付税

特交通別安交全付対策金

分担金及負担金

使用料及手数料

国庫 支出金

県支出金

財産収入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

言十

予算現額

1. 280d 29 

19.000 

16.000 

1.000 

58.884 

24.077 

223，278 

76.623 

68 

53 

15，751 

61.506 

14.189 

21，500 

1，812，059 

2.老人保健特別会計

歳入

款 予算現額

支払基金交付金 143，731 

国 庫支出金 40，953 

県支出金 10，218 

繰 入 金 10，394 

繰 越 金 9.501 

諸 収 入 5 

計 214，802 

広報 しようわ 昭和 59年12月1日発行 (4)

財政 事 情 の 公 表
昭和 59年 9月末現在における本町の財政事情を下記のとおり公表します。

(単位:千円. %) 歳出 (単位:千円. %) 

9月末現在
比率 款 予算現額

9月末現在
比率

収入済額 支出済額

914.863 71.5 議 メz=h=• 費 45.705 2 O. 712 45.3 

4.818 25.4 総 務 費 213，066 106.920 50.2 I 

4.025 25.2 民 生 費 163.759 78，863 48.2 

衛 生 費 98，116 42.367 43.2 

農林水産業費 121.594 30.177 24.8 

15.687 26.6 商 工 費 4，865 1，089 22.4 

12，482 51.8 土 木 費 545，447 169，414 31.1 

16.676 7.5 t自 防 費 98，896 45，113 45.6 

8.883 11.6 教 =円t:.; 費 278.623 158，170 56.8 

7.019 10，322.1 災害復旧費

公 債 費 236，986 92，450 39.0 

諸支 出金

61，506 100.0 予 備 費 5，000 

8，580 60.5 

1. 0 54. 5 3 9 58.2 計 1，812，059 745.275 41.1 
L一一一

(単位:千円. %) 歳出 (単位:千円. %) 

9月末現在 9月末現在
収入済額

比率 款 予算現額
支出済額

比率

58.713 40.8 総 務 費 166 63 38.1 

19.058 46.5 医療諸費 205.034 83.543 40.7 

6.122 59.9 諸支出金 5.867 5，854 99.8 

5，000 48.1 予 備 費 3，735 

9，705 102.1 

31 614.6 

98，629 45.9 計 214，802 89.460 41.6 
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3.国民健康保険特別会計

歳入 (単位:千円. %)歳出 (単位:千円. %) 

款 予算 現 額
9月末現在

比率 款 予算現額
9月末現在

比率
収入済額 支出済額

国民健康保険税 133.041 54，695 41.1 総 務 費 10，738 4.804 44.7 

分担金及び負担金 400 保険給付費 261，344 80，817 30.91 

使用料及び手数料 84 22 26.2 老人保健拠出金 71，764 35，889 50.0 

国庫支出金 191.642 68，015 35.5 保健施設費 1，624 51 3.1 

県支出 金 基 金積 立金

繰 入 金 2 公 債 費

繰 越 金 40.755 40.754 100.0 諸支出金 152 72 47.4 

諸 収 入 2.304 2，898 125.8 予 備 費 22，605 

計 368，229 166，384 45.2 計 368.229 121.633 33.0 

4.渇水対策事業特別会計
歳入 (単位:千円 5ぢ)歳出 (単位:千円. %) 

款 予算 現 額
9月末現在

比率
収入済額

繰 越 金 200 205 102.5 

諸 収 入 5.900 108 1.8 

計 6.100 313 5.1 

(単位:千円) (S. 59. 9.30現在)

区 分 金 客員 備 考

土 木 362，289 都市計画事業、道路整備事業

教 育 1. 243.654 義共務同教調理育施場設)整備、 (校舎、 フ。ーノレ

公営住宅 190，481 

衛 生 75，996 地方病溝渠改良事業

厚生・福祉 67.367 公民館建設、町民体育館建設

庁 ~コb 102，653 

j商 防 36，763 防災無線整備、消防施設整備

特 例 6，107 減収補てん

財政対 策 6，650 

計 2，091，960 

O 円

S. 59. 9.30現在
人口 9，954人 2，934世帯

1. 直接徴収分(町民税、固定資産税、軽自動車税、特別土

地保有税)

1人当たり予算額 115.278円 収入額 82，739円

1世席当たり予算額 391，096円 収入額 280，702円

2. 間接徴収分(町たば乙消費税、電気税、ガス税、国有資

産等所在町村交付金及び納付金)

款 予算現額
9月末現在

比率
支出済額

渇水対策費 5.100 199 3.9 

予 備 費 1.000 

計 6，100 199 3.3 

1人当たり 予算額 13，327円 収入額 9，170 円

3. 国民健康保険税負担状況被保険者 4，018人 1，401世帯

被保険者

1人当たり予算額 33，111円 収入額 13，612円

1世帯当たり予算額 94，961円 収入額 39，040円

土地 136，820nf 

建 物 22，893nf

有価証券

出資による権利

農業信用基金出資金

国保診療報酬支払基金預託金

小口資金融資預託金

山梨信用保証協会出資金

118千円

( 5，771千円)

1.67O 
1.295 
1.400 

山梨県果樹経営安定基金協会出資金

積立金

山梨県家畜畜産物衛生指導協会出資金

山梨県農業後継者育成基金協会

200 

10 

50 

120 

1. 026 

基 金

一般財政調整基金

校舎建設基金

退職手当積立基金

土地開発基金

国保財政調整基金

減債基金

渇水対策基金

都市計画基金

国民年金基金

計

現金

320.365千円

65，645 // 

12，425 // 
51，932 // 

30，408 // 
50，000 // 

24，187 // 

102，514 // 

13，000 // 

670，4 76千円



昭和 59年12月1日発行(6 ) 

井
上
さ
ん
は
、
現
在
農
林
高
校
三
年

生
で
あ
る
が
高
校
に
進
学
し
た
と
き
、

何
か
社
会
の
た
め
に
尽
し
た
い
意
欲
を

持
ち
常
永
駅
ホ
!
ム
に
あ
る
町
の
フ
ラ

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
る

小

野

間

宣

子

園

長

わ

十
一
月
一
日
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂

で
聞
か
れ
た
全
国
社
会
福
祉
大
会
で

本
町
河
西
、
常
永
保
育
園
、
小
野
間
宣

子
園
長
が
、
社
会
福
祉
施
設
功
労
者
と

し
て
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

小
野
間
園
長
は
、
昭
和
二
十
八
年
五
月

よ
り
私
立
常
永
保
育
園
々
長
代
理
と
し

て
勤
務
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
よ
り
園
長

-つよし報

常
永
保
育
園

小野間宣子氏

と
し
て
現
在
に
至
る

D

乙
の
問
、
山
梨
県

こ
ど
も
グ
ル
ー
プ
ワ
1
ク
研
究
会
理
事
・

副
会
長
・
会
長
、
山
梨
県
仏
教
保
育
協

会
理
事
・
副
会
長
・
事
務
局
長
、
中

巨
摩
郡
保
育
所
長
会
副
会
長
、
山
梨
県

民
間
保
育
所
長
会
理
事
、
山
梨
県
保
育

所
振
興
会
理
事
、
中
巨
摩
郡
保
育
研
究

委
員
長
、
中
巨
摩
郡
保
育
連
合
会
、
事

務
局
長
、
日
本
保
育
協
会
山
梨
支
部
婦

人
部
長
な
ど
数
々
の
役
職
を
歴
任
、
現

在
も
活
躍
中
で
多
年
に
わ
た
っ
て
施
設

の
長
と
し
て
の
功
労
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

キ民

広

…山
故
国
権
富
盛
一
世
膏
山
系
無
普
綜

井上まゆみさん

(上河求)

ワ
l
ポ
ッ
ト
の
花
の
管
理
を
三
年
間
行

つ
で
き
た
り
、
学
校
に
お
い
て
は
、
弓

道
部
の
役
員
と
し
て
活
躍
す
る
と
共
に

家
庭
に
お
い
て
は
、
毎
日
夕
食
の
材
料

か
ら
献
立
を
計
画
的
に
実
施
し
て
兼
業

農
家
で
多
忙
な
母
親
を
助
け
な
が
ら
学

業
に
い
そ
し
ん
で
き
た
涙
ぐ
ま
し
い
行

為
が
近
隣
の
婦
人
達
か
ら
も
し
た
わ
れ

賞
さ
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
去
る
十
一
月

三
日
信
玄
生
誕
の
日
に
恵
林
寺
に
お
い

て
善
行
賞
を
受
け
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
、
文
化
の

日
、
押
越
八
幡
神
社
に
お

い
て
午
前
八
時
か
ら
祝
砲

を
合
図
に
秋
晴
れ
の
中
、

八
幡
初
穂
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。上

条
神
宮
の
神
事
が
厳

粛
の
内
に
区
民
の
弥
栄
と

押
越
区
の
発
展
を
祈
念
し

一
同
神
酒
で
乾
杯
、
九
時

か
ら
区
内
へ
神
輿
が
出
発

各
地
域
リ
レ
l
方
式
で
五

十
名
の
氏
子
で
東
か
ら
北

.
南
・
西
と
練
り
気
勢
を

上
げ
祭
り
気
分
を
最
高
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
も
子
ど
も
神
輿
二
基
、

ダ
シ
も
出
て
同
様
区
内
を
練
り
歩
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
演
芸
大
会
が
行
わ
れ

カ
ラ
オ
ケ
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
合
唱
、

婦
人
会
民
謡
部
の
踊
り
な
ど
押
越
広
場

で
終
日
賑
か
に
楽
し
く
行
わ
れ
た
。

会
場
で
は
、
今
年
か
ら
は
じ
め
て
乙

の
祭
典
に
参
加
し
た
地
元
青
年
固
に
よ

る
縁
日
(
四
庖
)
、
婦
人
部
の
中
食
・

豚
じ
る
、
お
酒
、
お
で
ん
な
ど
が
サ
ー

ビ
ス
さ
れ
、
ま
た
、
押
越
菊
の
花
会
の

菊
花
展
も
乙
の
祭
に
花
を
そ
え
て
い
た
。

今
年
で
三
回
目
を
向
え
た
乙
の
祭
典

も
年
ご
と
に
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
地
域
の
交

流
の
場
と
し
て
、
お
お
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

神輿で押越地区内を練り歩いた

冬
休
み
の
生
活

指
導
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

冬
休
み
が
や
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
な
ど
で
家
庭
や
地
域
で
の
行
事
も
多

く
、
自
由
時
間
が
多
い
た
め
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
が
不
規
則
に
な
り
、
非
行

に
走
る
危
険
が
大
き
い
と
き
で
す
。

子
ど
も
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
た
め

に
は
、
親
が
家
庭
で
子
ど
も
と
の
対
話

の
機
会
を
持
ち
注
意
深
く
見
守
り
指
導

す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

し
か
し
、
地
域
の
低
俗
な
環
境
や
各

種
の
低
俗
な
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が

心
身
の
未
発
達
な
少
年
に
悪
い
影
響
を

与
え
て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
家
庭
や
地
域
を
点
検
し
、

あ
な
た
の
家
庭
で
、
ま
た
、
青
少
年
の

育
成
に
携
っ
て
い
る
団
体
や
指
導
者
と

協
力
し
て
、
低
俗
な
環
境
を
な
く
す
活

動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
。
低
俗
な
雑
誌

を
、
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か
。
。
子
ど
も
に
、
テ
レ
ビ

番
組
を
選
ん
で
観
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
を
家
族
そ

ろ
っ
て
観
た
り
、
番
組
の
内
容
に
つ
い

て
話
し
A
引
っ
た
り
し
て
い
ま
す
か
。

明
日
の
山
梨
を
担
う
青
少
年
を
良
い

環
境
の
中
で
心
身
と
も
に
健
全
に
育
て

て
い
く
乙
と
は
、
私
た
ち
県
民
す
べ
て

の
責
任
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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=町民ゴルフ大会を実施=

十
月
二
十
五
日
、
山
ふ
と
こ
ろ
に
開

け
た
コ

l
ス
、
紅
葉
も
見
頃
の
乙
乙
富

士
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

第
十
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
(
町
体
育
協

会
主
催
)
が
約
六
十
名
の
参
加
を
得
て

盛
大
に
実
施
さ
れ
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

0

0
個
人
の
部

優

勝

武

井

章

(

上

河

東

)

準
優
勝
上
田
進
(
西
条
一
区
)

第

三

位

保

坂

武

志

(

押

越

)

O
団
体
の
部

優

勝

河

東

中

島

チ

l
ム

準
優
勝
西
条
二
区
チ
l
ム

第
三
位
西
条
一
区
チ
l
ム

惜
し
く
も
入
賞
を
逸
し
た
人
達
も
パ

ー
テ
ィ
ー
の
席
で
次
回
に
望
み
を
か
け

て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

団体の部で優勝した河東中島チーム

四
十
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
清
水
新
居
が
優
勝

清
水
暫
屈
は
l
m西
条
一
区

マ
準
決
勝
戦
河
東
中
島
8
1
5西
条
二
区

清
水
新
居
時
1
4西
条
新
田

西
条
二
区
日
l
6西
条
新
田

清
水
新
居
6
1
5
河
束
中
島

十
月
二
十
八
日
、
押
原
中
学
校
々
庭

で
第
七
団
地
区
対
抗
四
十
歳
以
上
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
(
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
主
催
)
が
、
秋
空
の
下
、
十
チ
1

ム

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
、
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

清

水

新

居

準
優
勝
河
東
中
島

三

位

西

条

二

区

マ
一
回
戦
河
東
出
色
何
日
|

8
上

河

東

清
水
新
居
叩
!
6押
越

西
条
二
区
7
1
1河
西

西
条
新
田
お

1
4紙
漉
阿
原

河
東
中
島
問
l
o飯
喰

マ
二
回
戦

決 決 三

塁義位

開会式が行われた
(押原中学校々庭にて)

e…一田町田一rlrlrlrl巴IMlrlrl……四Z…包

i でる惨恭包囲禽母命名?

十
月
二
十
一
日
押
原
小

学
校
々
庭
で
第
四
回
昭
和

町
福
祉
大
運
動
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
福
祉
の
ま
ち
ずつ

く
り
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
日
頃
運
動
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
老
人
、
障
害

者
、
母
子
、
父
子
及
び
寡

婦
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
て
お
り
ま
し
た
。

グランドゴルフを行っている。じようず

に打てるかな/ (押原小学校々庭にて)

S
-
-
E固
a
e
-
-
a
e回
目
回
固

e
a
s
e
s
-

十
一
月
十
一
日
、
押
原
小
学
校
々
庭

で
第
三
国
昭
和
町
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

(
町
体
育
協
会
主
催
)
が
行
わ
れ
ま
し

た。
本
大
会
へ
各
地
区
か
ら
二
十
三
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
小
雨
の
降
る
肌
寒
い
中

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

上

河

東

地

区

準
優
勝
築
地
新
居
地
区

三

位

西

条

二

区

地

区

福祉大運動会で選手宣誓をする
小林留雄さん(押原小学校々庭にて)

押原小学校々庭にて
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P

乗
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
H

と
い
う
標
語
は
あ
ま
り
に
も
有

名
で
す
。
そ
し
て
交
通
違
反
の
な
か
で

も
、
飲
酒
に
よ
る
違
反
は
乙
と
の
ほ
か

罰
則
が
重
く
、
社
会
的
に
も
許
さ
れ
る

べ
き
行
為
で
な
い
乙
と
は
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
乙
と
で
し

ょ・っ。と
こ
ろ
が
、
相
変
ら
ず
後
を
断
た
な

い
の
が
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

で
す
。
ど
ん
な
に
酒
に
強
い
人
で
も
、

酒
と
車
の
運
転
は
両
立
し
な
い
関
係
に

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
身
体
機
能
に
ど
の
よ

昭和 59年12月1日発行 (8) わ-つよし報広

社会福祉をすすめるための資金は国がまかなうべき。

なぜ募金運動が必要なのか

わが国の社会福祉は次の 2つを柱にすすめられていますb

①公的施策…生活保護制度、老人ホームや保育所の設置

・運営など

②民間社会福祉活動…共同募金運動、民生委員活動など

特に②の民間社会福祉活動は、①の公的施策では対応

できない面を受け持つており、例えば、近所同士の助 h 

け合い、ボランティア活動、共同募金などを通じて、 言

キメ細かな対応をするととが特長です。そして乙れは、 を

「自分たちの福祉は自分たちの手でJという“たすけあ C

いの心"にもとづいています。~

2のくらい集められ、どん〈

のだろうか。~
…綴臨時醐醐胡明暗醐騨織緩い醐輪開醐縛繊鞠擦問問議論轍輯鑓誠品購輔輔綴醐臨 足

Eふう寄付されたお金はと

に使われる 1

飲
ん
だ
ら
乗
る
な

な
ら
運
転
し
て
も
平
気
」
と
い
う
の
は

大
き
な
誤
り
で
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
酒

を
飲
め
ば
、
自
制
心
が
失
わ
れ
、
運
動

機
能
や
知
覚
機
能
が
鈍
く
な
る
の
で
す
。

ひ
と
た
び
事
故
を
起
乙
す
と
、
死
亡
事

故
に
つ
な
が
り
や
す
い
飲
酒
運
転
。
酒

の
強
い
弱
い
に
か
か
わ
ら
ず
危
険
で
あ

る
乙
と
を
肝
に
銘
じ
て
「
乗
る
な
ら
飲

む
な
、
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」
を
実
践
し

咋
?
し
ょ
・
っ
。

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
ひ
い
て
は
車

の
運
転
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か

i
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
よ
く
知
っ

て
H

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
H

乙
と
を
さ

ら
に
徹
底
厳
守
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
v

つ。欽
酒
が
及
ぼ
す
影
響

気
が
つ
か
ぬ
う
ち
に
自
制
心
や
判

断
力
が
鈍
る

飲
酒
運
転
時
の
機
能
障
害

目
が
よ
く
見
え
な
く
な
っ
た
り
、

平
衡
感
覚
が
低
下
す
る

「
自
分
は
酒
に
強
い
。

一
合
ぐ
ら
い

説「
明圧

圧
力
な
べ
が
人
気
を
あ
つ
め
て
い
ま

す
が
、
普
通
の
な
べ
と
ち
が
っ
て
な
べ

の
気
圧
が
あ
が
る
の
で
取
扱
い
を
誤
る

と
危
険
で
す
。

事
例
1

豆
を
煮
て
い
て
ガ
ス
を
止

め
よ
う
と
し
た
と
乙
ろ
突
然
爆
発
し
、

ガ
ス
レ
ン
ジ
、
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
が
破

損
し
、
安
全
装
置
(
弁
)
が
飛
ん
で
い

ま
し
た
。
使
用
者
は
男
性
で
右
示
指
打

撲
。
な
べ
の
使
用
期
間
は
一
年
。
安
全

装
置
の
組
立
ミ
ス
が
原
因
で
す
。

事
例

Z

重
ね
ふ
た
式
な
べ
で
お
か

ゆ
を
作
り
圧
力
を
さ
げ
る
と
き
噴
出
し

て
ヤ
ケ
ド
。
使
用
期
間
は
不
明
。
原
因

は
、
乙
の
な
べ
は
お
も
り
を
一
段
、
だ
け

引
き
あ
げ
る
と
乙
ろ
、
お
も
り
そ
の
も

の
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。

事
例
&
料
理
講
習
会
で
煮
炊
き
後
、

お
も
り
の
操
作
を
し
な
い
で

2
人
が
か

り
で
あ
け
よ
う
と
し
た
と
乙
ろ
、
な
か

無理に開けないで/

の
煮
物
が
ふ
き
出
て
、
ひ
と
り
は
左
胸

ひ
と
り
は
胸
・
右
下
肢
退
部
に
そ
れ
ぞ

れ
ヤ
ケ
ド
を
負
い
ま
し
た
。

事
例

4

そ
う
め
ん
を
ゆ
で
、
蒸
気

が
で
は
じ
め
た
の
で
火
を
止
め
、
お
も

り
を
取
る
と
ゆ
で
汁
が
で
て
き
た
の
で

再
び
お
も
り
を
し
、
ふ
た
を
あ
け
よ
う

と
い
じ
っ
て
い
る
う
ち
に
開
い
て
中
味

が
と
び
散
り
、
使
用
者
は
顔
、
両
腕
、

肩
、
背
中
に
ヤ
ケ
ド
を
負
っ
て
叩
日
開

通
院
し
ま
し
た
。
な
べ
は
四
カ
月
使
用
。

事
例
丘
お
し
る
こ
を
作
っ
て
放
置

時
分
後
開
け
よ
う
と
し
た
と
乙
ろ
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
三
人
が
か
り
で
い

じ
っ
て
い
る
と
、
開
い
た
と
思
っ
た
瞬

間
爆
発
し
、
日
歳
の
少
女
は
眼
を
除
く

顔
、
首
に
ヤ
ケ
ド
し
て
入
院
2
週
間
、

通
院

2
週
間
。
母
親
は
両
腕
に
、
も
う

ひ
と
り
は
左
腕
に
そ
れ
ぞ
れ
ヤ
ケ
ド
。

使
用
期
間
は
三
カ
月
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
事
故
の
原
因
の
す
べ

て
は
、
圧
力
な
べ
は
な
べ
内
の
圧
力
が

完
全
に
さ
が
っ
て
い
な
い
う
ち
に
ふ
た

を
開
い
た
乙
と
が
原
因
で
す
。

圧
力
を
さ
げ
て
か
ら
ふ
た
を
と
る
乙

と
、
ふ
た
の
開
閉
装
置
が
重
い
と
き
は

無
理
に
開
け
な
い
、
と
い
う
ご
く
基
本

的
な
扱
い
を
怠
っ
た
た
め
に
生
じ
た
ト

ラ
守
フ
ル
で
す
。

圧
力
な
べ
は
普
通
の
な
べ
に
な
い
利

点
が
あ
る
反
面
、
取
扱
い
を
誤
る
と
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
製
品
で
す
。

圧
力
な
べ
の
よ
さ
を
い
か
す
た
め
に
は

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
じ
?
っ
ぶ

ん
理
解
し
た
う
え
で
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。



い
貌
にな

る
た
め
に

ト
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ト
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母

乳
〉

よし

両
1

母
乳
は
「
食
」
の

J

d
F

基
本
、
生
活
習
慣
/

「

確

立

の

原

型

で

す

レ

報広

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
母
乳
を
飲
む

乙
と
は
栄
養
や
体
の
抵
抗
を
養
う
面
ば

か
り
で
は
な
く
、
お
母
さ
ん
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
の
た
め
に
も
欠
く
乙
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

母
乳
は
離
乳
食
、
幼
児
食
と
続
く
「

食
」
べ
る
乙
と
の
基
本
で
す
。
生
ま
れ

て
は
じ
め
て
三

i
四
時
間
づ
っ
授
乳
す

る
乙
と
に
よ
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
生
活

の
リ
ズ
ム
が
で
き
あ
が
っ
て
く
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
母
乳
は
わ
た
し
た
ち

の
「
食
」
の
出
発
で
あ
り
、
生
活
習
慣

確
立
の
原
型
で
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が

(9 )昭和 59年12月1日発行

ら
や
っ
た
り
、
別
の
乙
と
を
し
な
が
ら

や
る
よ
う
な
乙
と
は
母
乳
を
飲
む
大
切

さ
が
半
減
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
吸
う

乙
と
に
よ
っ
て
、
あ
ど
の
筋
肉
を
発
達

さ
せ
、
言
葉
を
話
す
時
の
基
礎
も
つ
く

ら
れ
る
の
で
す
。
片
方
の
乳
房
で
遊
ぶ

乙
と
も
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
母

乳
を
飲
む
乙
と
が
、
全
身
の
運
動
に
も

な
り
、
今
後
の
生
活
の
基
礎
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

し
か
し
、
身
体
の
都
合
や
お
母
さ
ん

の
仕
事
の
都
合
で
や
む
を
得
ず
人
工
乳

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、

し
っ
か
り
と
だ
っ
乙
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん

の
目
を
見
つ
め
、
語
り
か
け
な
が
ら
や

り
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
母
乳
保
育

を
続
け
て
い
て
も
、
量
や
出
方
に
は
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。
始
め
出
な
く
て
も

三
ヶ
月
日
ぐ
ら
い
で
よ
く
出
る
場
合
も

あ
る
よ
う
で
す
。

お
母
さ
ん
一
人
一
人
の
体
質
や
生
活

の
状
況
が
違
い
ま
す
が
、
よ
い
母
乳
を

出
す
よ
う
、
根
気
よ
く
努
力
す
る
乙
と

が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
母
親
が
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る
乙
と
、
規

則
正
し
い
健
康
な
生
活
を
す
る
乙
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
父
親
や
周
囲
の
人

は
、
母
子
の
豊
か
な
心
の
や
り
と
り
が

可
能
な
よ
う
に
、
十
分
気
く
ば
り
を
し

た
い
も
の
で
す
。

おしらせ

容雪

「
第
三
十
六
四
人
権
迫
間
」

の
お
し
ら
せ

町
民
の
皆
さ
ん
、
法
務
省
人
権
擁
護
機

関
に
お
い
て
は
、
来
る
十
二
月
十
日
の

世
界
人
権
デ
!
と
併
せ
て
、
毎
年
乙
の

日
を
最
終
日
と
す
る
十
二
月
四
日
か
ら

の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
意
識
の
普

及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
年
も
次
の
四
項
目
を
全
国
統
一
強

調
事
項
と
定
め
て
、
重
点
的
な
啓
発
活

動
を
展
開
す
る
と
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
人
権
の
共
存
l

互
い
に
相
手
の
立

場
を
考
え
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く

ろ・っ。

二
、
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

三
、
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

四
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う
。

当
県
下
の
人
権
擁
護
機
関
は
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
百
十
六
名
の

人
権
擁
護
委
員
と
甲
府
地
方
法
務
局
、

同
鰍
沢
支
局
、
同
都
留
支
局
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
機
関
で
は
、
日
常
の

生
活
の
中
で
、
不
当
な
差
別
や
い
や
が

ら
せ
な
ど
の
相
談
は
も
と
よ
り
、
土
地

建
物
の
登
記
や
借
地
借
家
、
戸
籍
、
供

託
、
相
続
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も
毎

日
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
人
権
週
間
中
に
は
、
地

域
を
指
定
し
て
「
特
設
人
権
法
律
相
談

所
」
を
開
設
す
る
乙
と
に
し
て
お
り
ま

す。
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
と
な
っ
て

お
り
ま
す
ロ

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。井

口

曾
七
五
|
二

O
五
O

雨
宮
侍
弐
(
河
東
中
島
二

O
二
六
)

富
七
五
!
二

O
四
八

田
中
良
夫
(
築
地
新
居
六
二
九
)

震
七
五

l
二
二
九
七

な
お
、
「
特
設
人
権
法
律
相
談
所
」

を
次
の
日
程
で
開
設
い
た
し
ま
す
。

マ
日
時
十
二
月
七
日
幽
午
前
十
時

ー
午
後
三
時

マ
場
所
玉
穂
村
総
合
会
館

青
色
申
告
の
決
算
及
び
源
泉
徴

収
に
関
す
る
年
末
調
整
の
し
か
た

の
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

十
二
月
三
日
開
午
後
一
時

三
十
分

昭
和
町
商
工
会
館
二
階

。
日
時

。
場
所

「
青
色
申
告
の
決
算
及
び
源

泉
徴
収
に
関
す
る
年
末
調
整

の
し
か
た
」

甲
府
税
務
署
青
色
申
告
指
導

官

。
持
参
書
類
昭
和
五
十
九
年
分
所
得

税
の
青
色
申
告
決
算
書
(
た

だ
い
ま
青
色
申
告
会
役
員
が

配
布
中
)

。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
昭
和
町

商
工
会
へ
曾
七
五
|
三
三
四
四

。
内
容

。
講
師

， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 

ご
存
じ
で
す
か
/

遺
伝
相
談

乙
ん
な
乙
と
で
心
配
や
不
安
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
か

。
結
婚
し
よ
う
と
思
う
相
手
の
家
族
に

遺
伝
す
る
か
も
知
れ
な
い
異
常
や
病
気

が
あ
る
と
き
。

。
近
親
婚
す
る
と
遺
伝
的
に
は
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

。
生
ま
れ
つ
き
と
考
え
ら
れ
る
異
常
や

病
気
が
あ
る
時
。

。
前
の
分
娩
で
異
常
児
が
生
ま
れ
た
が

次
の
子
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

マ
相
談
の
申
し
込
み
甲
府
保
健
所

保
健
指
導
課
富
三
七
l

一
三
八
一

す
べ
て
予
約
制
で
す
。
電
話
、
手
紙

又
は
お
い
で
い
た
だ
い
て
相
談
の
日

時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
o

v相
談
場
所
〒
四

O
O
甲
府
市
太

田
町
九
!
一

甲
府
保
健
所

マ
費
用
無
料
で
す
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米
の
不
正
規

流
通
防
止
に
つ
い
て

わ

生
産
者
の
皆
さ
ん

生
産
し
た
お
米
は
必
ず
農
林
水
産

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
集
荷
業
者
を

通
じ
て
全
量
売
り
渡
し
ま
し
ょ
う
。

お
米
は
、
食
糧
管
理
法
に
よ
り
自
由

に
売
買
す
る
乙
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
生
産
し
た
お
米
は
指
定
を
受
け

た
農
協
等
の
集
荷
業
者
以
外
に
は
売
渡

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
申
込
数
量
や
他
用
途
利
用
米
の

契
約
数
量
の
ほ
か
、
自
家
保
有
米
に
余

裕
の
あ
る
生
産
者
は
超
過
米
と
し
て
集

荷
業
者
に
申
し
出
て
下
さ
い
。
集
荷
は

一
年
中
行
い
ま
す
。
ま
た
、
売
渡
代
金

は
そ
の
日
に
支
払
い
す
る
乙
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん

お
米
は
必
ず
県
知
事
の
許
可
を
受

-つよし報

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

広

け
た
因
(
全
国
統
一
)
の
看
板
の

あ
る
小
売
庖
か
ら
買
い
ま
し
ょ
う
。

お
米
の
販
売
は
許
可
を
受
け
た
看
板

の
あ
る
小
売
屈
の
み
が
行
う
乙
と
が
で

き
ま
す
。
も
し
、
乙
の
看
板
の
な
い
屈

で
販
売
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

不
正
規
流
通
米
(
ヤ
ミ
米
)
で
す
。
不

正
規
流
通
米
に
は
、
品
質
や
価
格
の
表

示
が
な
く
、
品
質
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
米
の
良
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

国
は
、
県
や
市
町
村
に
対
し
予
算
を

講
じ
て
お
米
の
消
費
拡
大
を
進
め
て
い

ま
す
。

O
日
本
型
食
生
活
(
お
米
を
中
心
と
し

た
食
生
活
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
)

が
、
最
近
欧
米
諸
国
で
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

O
お
米
は
わ
が
国
の
気
候
風
土
に
最
も

適
し
た
作
物
で
す
。

O
米
飯
に
な
じ
み
を
深
め
て
需
要
を
安

定
さ
せ
、
こ
れ
に
見
合
う
生
産
を
図
る

こ
と
で
す
。

安全・便利で経済的な電気温水器

| 東京電力甲府営業所 l 
T EL0552-(4t)9311 

ス
ト
ー
ブ
を
安
全
に

取
り
扱
お
う

冬
期
を
迎
え
家
庭
や
事
業
所
で

は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
居
室

な
ど
で
使
用
す
る
た
め
周
囲
に
可

燃
物
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
出
火

す
る
と
そ
の
ま
ま
燃
え
広
が
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
次
の
乙
と
に
注
意
し
ま

v
し
ょ
v

つ。

=火 O かも給 O んか用 O 用すで O 頓囲るさに O 整は O
装 不らには石スらしスはい物地すはとな洗ス備、使
置意給、必油ト長てト避場が震る常といたトを十用
付 の油灯ずス|時い 1 け所落等。にもよく l す分す
き 地す油火トブ間るブるで下の 整にう物ブるなる

ミの震るでを!を離場を o の し 震 理 、 に を の o 点前
向 l ミス l乙。あ消ブ消れ所使 使 や 動 整周す干上 検に
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昭
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
事
務
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
農
地
法
第
三
条
、

四
条
、
五
条
(
市
街
化
調
整
区
域
)
の

締
め
切
り
日
を
毎
月
十
五
日
と
定
め
て

お
り
ま
す
が
、
十
二
月
に
限
り
、
十
日

締
め
切
り
と
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、

市
街
化
区
域
の
第
四
条
、
五
条
届
出
に

つ
き
ま
し
て
は
従
来
ど
う
り
随
時
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

税

の

ひ

ろ

ば

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
必
要
経
費

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
必
要
経
費
は
、
ど

の
位
か
、
ど
存
知
で
す
か
。

所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
年

中
の
収
入
金
額
か
ら
、
必
要
経
費
を
差

し
引
い
た
残
り
の
金
額
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
も
、

そ
の
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
か
ら
「

給
与
所
得
控
除
額
」
を
差
し
引
い
た
残

り
の
金
額
に
対
し
て
、
所
得
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
ど
覧
に

な
る
と

H

支
払
金
額
欄
H

と
H

給
与
所

得
控
除
後
の
金
額
欄
H

が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
ね
。
乙
の
両
欄
の
差
額
、
す
な

わ
ち
「
給
与
所
得
控
除
額
」
が
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
必
要
経
費
に
相
当
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

給
与
所
得
控
除
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
勤
務
に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算

控
除
と
し
て
、
給
与
所
得
者
だ
け
に
認

め
ら
れ
て
お
り
、
事
業
所
得
者
等
の
必

要
経
費
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

給
与
所
得
控
除
額
は
、
給
与
の
年
間

の
収
入
金
額
に
応
じ
て
、
次
の
と
お
り

定
ま
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
年
間
の
収
入
金
額
が

。
五
七
万
円
以
下
そ
の
全
額
。
五

七
万
円
超
一
四
二
万
五
千
円
以
下
五

七
万
円
。
一
四
二
万
五
千
円
超
二
ハ

五
万
円
以
下
年
収
額
×
四

O
M
m
O

一
六
五
万
円
超
三
三

O
万

円

以

下

年

収
額
×
三

O
%

十
一
六
万
五
千
円

。
三
三

O
万
円
超
六

O
O万
円
以
下

年
収
額
×
二

O
第
十
四
九
万
五
千
円

。
六

O
O万
円
超
一
、

0
0
0万
円
以

下
年
収
額
×
一

O
労

+

一

O
九
万

五
千
円
。
一
、

0
0
0万
円

超

年

収
額
×
五
銘
+
一
五
九
万
五
千
円

し
た
が
っ
て
例
え
ば
、
給
与
の
年
収

額
が
八

O
O万
円
の
場
合
の
給
与
所
得

控
除
額
は
、
一
八
九
万
五
千
円
に
な
り

ま
す
。



わ

恭
年
末
年
始
営
業
時
間
の

お
知
ら
せ

(
甲
府
電
報
電
話
局
)

年
末
年
始
の
営
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。「

甲
府
電
報
電
話
局
」
十
二
月
二
十

九
日

1
一
月
三
日
ま
で
休
業
、
一
月
四

日
以
降
は
平
常
通
り
営
業
し
ま
す
。

「
電
々
甲
府
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
営
業
、
一

月
一
日

i
一
月
三
日
は
休
業
、
一
月
四

日
以
降
は
平
常
通
り
営
業
し
ま
す
。

(
問
い
合
せ
)
甲
府
電
報
電
話
局

富
三
三

l
二
九
九
一

農
比
銀
行
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

-つよし

昭
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
用
地

利
用
増
進
法
に
基
づ
き
、
農
地
の
売
買
、

貸
借
等
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
に
手
が
回
ら
な
く
て
遊
休
と
な
っ

て
い
る
農
地
の
人
、
一
方
も
っ
と
農
地

を
増
や
し
て
農
業
の
規
模
拡
大
を
図
り

た
い
人
等
は
農
地
銀
行
を

A

ご
利
用
く
だ

さ
い
。詳

し
い
乙
と
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
電
七
五
|
二

一
一
一
内
線
二
四

く
ら
し
の
戸
イ
デ
ア

作
昂
募
集

マ
募
集
作
品
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
役
立
つ
発
明
工
夫
作
品
、
リ
フ

ォ
ー
ム
作
品
等
衣
食
住
に
関
す
る
ど

の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。

マ
応
募
資
格
山
梨
県
内
に
居
住
し
て

報広(11)昭和 59年12月 1日発行

い
る
人
で
あ
れ
ば
、
性
別
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。
グ
ル
ー
プ
の
共
同
作

品
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

マ
応
募
方
法
出
品
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
作
品
に
添
え
て
提
出

し
て
下
さ
い
。

マ
提
出
期
間
昭
和
六
十
年
一
月
七
日

か
ら
一
月
十
一
日

マ
提
出
先
県
庁
生
活
文
化
課
又
は
地

方
振
興
事
務
所

マ
展
示
会
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
展
示

室
(
総
合
婦
人
会
館
内
)
に
お
い
て

昭
和
六
十
年
二
月
に
展
示
し
ま
す
。

マ
そ
の
他
応
募
作
品
は
、
地
方
振
興

事
務
所
経
由
で
お
返
し
し
ま
す
。

※
問
い
合
せ
詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
庁
生
活
文
化
課
へ
(
富
三
七

l
一

一
一
一
内
線
二
三
六
三
)

昭
和
五
十
九
年
度
消
費
生
活

専
門
講
座

j
3
受
講
生
募
集
j
t
'

高
齢
化
社
会
を
行
き
ぬ
く
消
費
者
と

し
て山

梨
県
は
特
に
高
齢
者
層
が
増
大
し

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
そ
乙
で
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
健
康
で
ゆ
た

か
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
勉
強
し
ま
し

ょ
v

つ。s
s電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

5
5

と
こ
ろ
l

山
梨
県
立
総
合
婦
人
会
館

と
き
|
十
三
時
三
十
分

1
十
五
時
三

十
分
(
但
し
二
月
十
三
日
十

時
三
十
分

1
十
五
時
三
十
分
)

受
講
料
1

無
料
(
テ
キ
ス
ト
も
無
料
配

布
)

申
込
先
山
梨
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
朝
気
一
丁
目
二
1

二

(
総
合
婦
人
会
館
内
)

富
三
五
|
四
一
七
一

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十

八
日
働

七
十
名
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。

締
切
日

定日
程
表

月
日

月
二
十

日

ω
一
月
二
十

九
日
附

二
月
五
日

ω
 

日二
午(:71<)月
前十

一一月土

日
嗣午

後

二
月
十
九

日
関

二
月
二
十

六
日
附

三
月
七
日

嗣

員

科

講

今
日
の
消
費
一
国
民
生
活
セ
ン

者

問

題

タ

l

研

修

部

長

青
山
三
千
子

契
約
の
知
識

食
生
活
再
考

上
手
な
油
の

使
い
方

住
ま
い
の
手

入
れ

若
さ
を
保
つ

健
康
法

こ
れ
か
ら
の

生
活
設
計

主
婦
の
生
活

の
変
化
と
こ

れ
か
ら
の
商

口
問

目

県
立
女
子
短
期

大
学
助
教
授

清
水
幸
雄

山
梨
大
学
教
授

小
林
豊
子

日
本
油
脂
協
会

佐
藤
紀
也

ラ
イ
オ
ン
家
庭

科
学
研
究
所

上
原
礼
子

県
立
女
子
短
期

大
学
教
授

石
黒
国
雄

タ証
平 l券
井広
勝報
史セ

ン

山
梨
県
総
合
婦

人
会
館
館
長

三
枝
佐
枝
子

修
了
し
た
方
は
県
外
の
施
設
見
学
を

す
る
予
定
で
す
。

日市

中
小
企
業
生
産
管
理
力
向
上
講
座

時午各
五後コ
十六 l
分時ス

i共
J¥ 

o 。

福見い 語財表
入門実際と 原価算計の

講座名

方の

六日十十八十月 L iI月 日
日一 ・一

間・・四
七四 Z大程

十一 十九.十五- 日

号五 日 二
、、、、、

地
場
中
小
企
業
の
経
営

者
お
よ
び
中
堅
管
理
者
層
(
部
長
、

課
長
、
係
長
等
)所

定
の
受
講
申
込
書
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だより関側謙抑

日時 12月1日(土)・ 15日(土)

午前9時--11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑をど持参ください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査を

実施し、成人病関係の相談や食事についての質問などに保

健婦及び栄養士がお答えしています。

実施 日 受付時間 該 当 児 場所

12月6日嗣
昭和58年11月生まれ

午後 1時 昭和59年 2月生まれ 中 央

12月7日働
--2時 昭和59年 5月生まれ 公民館

11 8月生まれ

持ち物 母子手帳・筆記用具

日 時 12月 7日(金)

午前 10時20分--10時25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また

猫の場合は麻袋などの丈夫な袋iζ入れてヒモでしっかり封

をしてください。

町では11月に受診できなかった方を対象に下記日程により

検診を実施しますので未受診者は必ず受診してください。

実施日 時 間 場 所

午前 9:00 --午前 9:30 清水新居公会堂

午前 9:45 --午前10:15 西条新田公会堂

午前 10:30 --午前 11:00 西条一区公会堂
12月17日

午前 11:15--午後 12:00 西条二区第一公袋主
(月)

午後 1:00 --午後 1:30 紙漉阿原公会堂

午後 1:45 --午後 2:15 押 越 公会堂

午後 2:30 --午後 3:30 中央公 民 館 |

午前 9:00--午前 9:30 築地新居公会堂

午前 9:45--午前 10:15 飯喰集落センタ←

12月19日 午前 10:30--午前 11:00 河西の常永保育園

(水) 午前 11:15--午前 11:45 上河東二区集会所

午後 1:00 --午後 1:30 上河東公会堂

午後 1:45 --午後 2:15 河東中島公会堂

午後 2:30 --午後 3:30 中央公民館

※ 注意事項など詳しいことは広報11月号をど覧ください。

実施日

受付時間

場所

12月 18日(火)

午後 1時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

該当児 昭和 56年9月 1日~昭和 56年 11月30日まで

の出生児、及び前回未受診児。

年末のし尿搬入業務は 12月29日(土)の午前中までです。|持ち物 母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ

年始は 1月7日(月)から平常どおり操業いたします。な| ての質問票

お、年末は業務が混雑いたしますので、清掃申し込みは 12月|※ 尿検査がありますのでど承知おきください。

20日(木)までにしてください。

申し込みはつぎの町指定業者へ

(有)中巨摩産業 曾 73-2157
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生衛健保語録多安当長語録喜安当医

午後 1時-2時12月 20日(木)時日
〈っき、のような人は接種できません〉

中央公民館所場

または著しい栄養障害者。

心臓血管系症患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

発熱している者、

2. 

• 1期……昭和57年4月 1日~昭和57年 8月31

日までの出生児。

• n期…… I期 3回を完了して 1年から 1年6

該当児

ひきつけを起 ζ した人。1年以内lとけいれん、3. 
か月以内の者0

・昭和55年 9月 1日~昭和57年3月31日までの
はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内の人。

インフルエンザ予防接種後 2週間以内の人。

。

4. 

5. 
出生児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

o前夜と当日の体温は忘れずにはかつてください。

o問診票への押印を必ずしてください。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。
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「忘年J=と言う言葉lとは 15去鋭化1
いろいろな意味があるよう (J靖弘男被雪ち
です。-;仔・ 司

自分の老いを忘れて没頭するほどおも

しろく思う乙と、年齢の差を気lととめな

いとと、長幼を論じない乙と、その年の

苦労を忘れる乙とーなどです。

もちろん忘年会はその年の苦労を忘れ

るための催しですが、せっかくの会です

から、年齢を忘れ、長幼l乙関係なくたの

しみたいものです。

「忘年会」@⑧4 

1雪向の乙よ汎
DECEMBER=師走(しわす)

誕生石=トルコ石(成功)

誕生花=水仙

12月の花=フリージャ(神秘と尊敬)

(おもな行事)

16 母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

第 2次結核レントゲン検診17 
きもの着付け教室(中央公民館)

3歳児健康診査(中央公民館)

第 2次結核レントゲン検診19 きもの着付け教室(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

21 乳児健康相談日(中央公民館)

至会ζ

22 乳児健康相談日(中央公民館)

23 

クリスマス・イ
フ24 

固定資産税第 4期納期限

国民健康保険税12月分納期限

ガラス・金属類特別収集日

クリスマス
25 

26 きもの着付け教室(中央公民館)

年末可燃物収集最終日

官庁御用納め
28 

29 

30 母子手帳交付及び一般健康相談日

(中央公民館)

年越し・大は

らい31 

18 

20 版画教室(中央公民館)

27 

2 

3 
人格圏間--10日

4 

5
 6 
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ア
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